
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のマメ知識：【チップと税金の関係について】 

チップは単なるマナーではなく、税務上は立派な所得にあたることをご存知ですか？チップ文化のあるアメ

リカでは、チップは賃金体系の一部として課税の対象となります。従業員が月に 20ドル以上受け取る場合は 

雇用主への報告義務があり、所得税や社会保障税が厳格に課税される仕組みとなって 

います。日本においても無関係ではありません。旅館の仲居などが個人として受け取 

る心付けは、原則として「雑所得」に分類されます。給与所得者であっても、年間の 

受け取り額が 20 万円を超えれば確定申告が必要となります。ただし、あらかじめ料 

金に含まれている旅館のサービス料は事業所得として扱われます。一方でチップを渡 

す側の取り扱いはといえば、業務上のチップは接待交際費や旅費として経費処理が可

能ではあるものの、個人への心付けは消費税の課税仕入れには含まれません。国内外問わず、チップは「気持

ち」であると同時に、税務処理が必要な「金銭」であることを理解しておく必要がありますね。 

今月のキーワード：【water】 
３月２２日は人々が水資源の大切さを認識するよ

うにと国連が制定した「世界水の日“World Water 

Day”」です。日本語でも「ミネラルウォーター」

のようにカタカナで発音されることもある「水」、

英国では日本語の発音に近い「ウォータァ」です

が、米国ではちょっと異なり「ゥワーダァ」と発

音します。“water”は「水」という名詞の他にも

動詞として「水をやる」という意味もあります。

“Will you water my plants while I'm gone?”は

「留守の間、植物の水やりをしてくれる？」です。 

来る４月２３日は「シジミの日」。その豊かな栄養

と水質浄化の働きをＰＲしようと「シ（４）ジ（２）

ミ（３）」の語呂合わせにちなみ、島根県松江市に

ある有限会社日本シジミ研究所が制定しました。

シジミが健康増進に役立つ栄養素を多く含むのは

サプリなどでも知られるところ。お酒好きの人の

中にはアルコール分解を助ける酵素「アラニン」

に救われた、という方もいらっしゃるかもしれま

せん。さらに特筆すべきは冒頭でもあげた「水質

浄化」。シジミは餌として植物プランクトン等を採

る際、入水管から取り込む水をエラでろ過するの

ですが、その水量たるや体重１グラムのシジミ１

個につき１時間あたり約 170 ミリリットル。なん

と自重の 170 倍もの水をろ過しているそうで、濁

り水を透明に変える「生きたフィルター」なる異

名もあるのだとか！記念日には食に健康に環境に

活躍をみせる小さな貝に思いをはせつつ、おいし

いシジミ汁を楽しんでみてはいかがでしょうか。 

掃除機でも取りきれないカーペットに絡まっ

た髪の毛やペットの毛は、乾いたゴム手袋を

はめて表面を円を描くように撫でると、摩擦

による静電気の力とゴムの粘着性が毛を絡め

取って驚くほどまとまって取れます。専用の

クリーナーより手軽で強力でお値打ちです。 

今年の３月３１日、ドコモが提供してきた FOMA とｉモードが終了し、ＫＤＤＩやソフトバンクに続いて日本

から３Ｇサービスが完全に消滅します。かつて一世を風靡した「ガラケー」は、４月１日午前０時をもって、

通話もメールもできない「ただの箱」になってしまうのです。平成の記憶が、またひとつ消えていきますね。 
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今月の商売のヒント：【人間としての厚み】 

 

２０２６年、生成ＡＩはもはや特別なツールなどではなく、まるで空気のように商売の現場に溶け込んできま

す。経営の効率化。データに基づいた最適解の提示。これらはＡＩが得意とする領域であり、経営者が長年磨

いてきた「正解を出す力」というスキルの価値は、かつてないほど相対化されています。 

 

この時代をどう生き抜いていくか。この問いに対するひとつの答えは、効率の向こう側にある「人間としての

厚み」ではないでしょうか。これまで大切にしてきた膝を突き合わせた交流や、はた目には無駄に思える部下

や顧客との雑談、あるいは現場で磨かれた「なんとなく」という直感。これらは単なる非効率ではなく、論理

だけでは説明しきれない経営の奥行きそのものです。この計算不可能なプロセスの中にこそ、ＡＩにはマネで

きない共感や独自の企業文化が宿ります。 

 

相手のわずかな表情の変化に気づき、決して数字に表れない現場の温度感を巧みに感じ取る。これは、多くの

修羅場をくぐり抜けてきた経営者の「身体知」がなせる業です。目的のない対話、感性を刺激する文化や芸術、

あるいは古典を紐解いて思索にふける時間。そうした一見、遠回りに見える時間が組織に独自の彩りを与え、

競合にはマネできない唯一無二の価値を生み出します。情報の算出や分析はテクノロジーを賢く使いこなしつ

つ、その先にある「商売の歩むべき意味」を自分で創り出す。効率の網からこぼれ落ちる豊かな経験の中にこ

そ、次の時代を切り拓く商売の種が潜んでいるように思います。 

 

すべてが数値化・自動化される時代だからこそ、あえて「余白」を大切にしたいものですね。 

【スタッフブログ】 

ミラノ・コルティナ冬季オリンピックが終わり、日本は過去最多の 24 個のメダルを獲得しました。特に 10 代

という若い選手の活躍が印象に残りました。各種目も順位に関係なく大きな感動を与えてくれました。現在は

ＷＢＣが行われており、メジャーリーガーを中心に侍ジャパンが躍動しています。この夏にはサッカーワール

ドカップも控えており、ますます世界のスポーツが身近に感じられる１年となりそうです。 


